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本研究は類推アライメント ~IJ で X 雑学的 iこコンタクト
時の動的な頚推進動性を明らかにすることで、もともと

鵠々に持復するアライメントの速いがコンタクト特にど

のようなアライメント変化を引き起こすかを明らかにし.

協饗発悲予紡の基畿資料とすることを自的とした‘

対象は、額縫IIij寄と後習のアライメントを訴す大学ア

メリカンフットポ…lレ部鈴各 l名。平均年鈴 21議.平

均身長 17 4. 5~. 平均体重 8 1. 0角。議験方法は、ヘ

ルメットを殺者して地留と平行移動ずるように鎖部在ボ

ードにコンタクトさせ、そのrJJ.cineradiographyにて
機影を行った.撮議会された錦秒 90コマの映像をコンピ

ニL日夕ーに取り込み‘ C2 -C 6の権体後緩のなす角を
デジタイジングし、機橡解析ソフトを用いて類推の蓮華主

性変化を解析した、澱定項践は.結説、伸授、中間説会

計滅範穣jは C 2 - C 5又拭 C 6までとした.

鶴湾を訴す選手の滋樹位および樽援位コンタクト跨の

権体問の経跨釣魚援変化では. C 2 ，，_ 3では瀦突時から

0・o6秒までは搾援方向へ動き.その後.Jill助方向へ
変化した. C 3 -6では衝突龍後からj議出方向へ動いて
いき.特に C5 -6で変化E容が大きくみられた.この一

連の童書きが C3 5中心の角状後湾にアライメントが変し

ていく際樹に栓る可能性が考えらる.また，伸巌位コン

タクト時では. C 2 -5の按簡において .t蔀突後からや
や成儲{立へ動いてその後，1$巌方向へ変化した a 伸援位

でのコンタクトの際.フィードフ*り日ド釣に檎鎖乳突

筋等のJill筋を取織させ選神接強昔話を抑縦していると考え

られる.しかも C2は解部学的に霊長部. e 1から強力な
額桜状筋，強ヰ王線筋が付着し .ζれらの筋収絡が類推柱

を鑓織させる r輪授として欝くとともに拳 c2 - 3以下の

観概要IJを安定化させる鎗きをしていると主替えられる‘ま
た. C 5 - 6では衝突斑後から大きく搾綴方向に動いた.

次に$後革審を訴す選手の鹿i霊!f.立コンタクト時の権体問i

の経時的角度変化では， C 2…4では，衝突時から G電

o 6秒後までは伸援方向へ勤き.その後，諾出IJJt旬へ変
?としていった. C 4 -5では O‘o6鞍後から O. 1 1 
秒まではやや沖獲位に勤き，その後.感It!l方向に変化し
た. これは.ζの選手がC4-6を工費点としたやや角状
検事審のアライメントを示しているために.この部分での

推体が織妙な勤きをしたことが予溺される. C 5 -6で
は謹n突時からE君臨方向ヘ変化した‘題酪位のコンタクト
では様替・後容の選手ともw.遜った動きを示した.また.

幾重蓄を訴す選手では. C 2…3では O. 1 1秒まではや
や麗磁位に動き.その後. {$縫方向へ変化した. C 3 -
3では衝突議後から{IJ!援位へ重きいたを特に. C <1 - 5の

変化壌が大きく見られた. C 5 - 6では欝突後からJii1ufJ. 
神援を繰り返す動きが見られた.役軍奪をmす選手のl'駿
i立におけるコンタクト善寺の若手権体部の総角度は前替を
訳す選手の総角度に比べて大きいことが分かった a
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